
 

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「かしこさ、やさしさ、たくましさの花咲く由

布川っ子の育成 ～平和を愛する子～」を達成するため、育成を

目指す（教科横断的な）資質・能力を「自律心・判断力」と定め

ています。そして、授業改善推進チーム、主体的行動者育成チー

ム・教育相談チームの３チームと部会別研究（３研究部）が連動

し、「三つの資質・能力（３本柱）」の育成を組織的、計画的に行

っています。 

 
授業から学ぶ 
本校は、本校の子どもの実態や学力調査等の分析

から授業改善の重点を、①つけたい力を明確にした

授業プラン（「めあて」と「ふり返り」） ②対話を

用いて課題解決していく学習過程の工夫（対話力・

表現力）として、学校評価や校内研究組織と連動さ

せながら取り組んでいます。 

特に、対話力の育成については、話すこと、聞く

こと、話し合うことの３観点の系統表をつくり、各

学年毎に明確なゴールを決めて、教科横断的に取り

組んでいます（右図参照）。 

今回参観した授業においても、ペアで話し合ったり、ロイロノートで自分の考えを伝え合う

等、対話を用いて共同的に課題を解決していました。 

今後は、子どもどうしが学び合う際の教師の立ち位置は、全体を俯瞰的に見ることで、それ

ぞれのグループの良さや進捗について形成的な評価を行い、次への活動につなげるような指示

があると良いと思いました。 
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